
 
 
 
 

学校教育活動をゆっくりと日常に！ 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※今後、暑さが厳しくなることが予想されます。熱中症予防対策として、各学級
担任はこまめな水分補給を指導します。毎日、必ず水筒にお茶（水）を入れて持
たせてください。 
※５月８日（月）から運動会の練習の始まります。十分な水分補給をするために
も、水筒は必ず持たせてください。 

【暑さへの備え】 

 

 

 

〇「暑熱順化」はいつ始める？ 
暑熱順化の効果が出るには数日から２週間ほどかかるので、 
大阪では５月上旬からがめやすです。日本気象協会推進「熱中症ゼロへ」プロジェクト発表 

〇「４月にもかかわらず、夏日が増えてきているので、急に暑い中で一
気に頑張るのではなく、軽めのスポーツ仕事で少しずつ、本調子にし
ていくのが大事」         帝京大学医学部附属病院 高度救命救急センター長 

〇熱中症アラート：ことしは４月２６日から運用開始 
【情報が出た場合】 

・適切なエアコンの使用・こまめな水分補給などが大切  

〇５月８日（月）から、運動会の練習が始まります。 
児童には、くれぐれも無理をさせないように指導しております。また、体育の授業

中は、熱中症の危険性があるため、マスクをはずす指導を徹底します。 

※熱中症の危険性がある登下校中も適切にマスクを外すよう学校で指導いたしますの

で、ご家庭でもお声かけいただきますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明日からお休みが続きます！ 
明日、４月２９日（土）から５月７日（日）までお休みが続きます。（暦通り

ですので、５月１日（月）と５月２日（火）は、登校日です。） 
新学期開始から３週間、子どもたちは、学習や運動等に一生懸命頑張ってき

ましたので、ほっと一息できる機会となるのではと考えています。今回の連休
を有効にご活用ください。自宅でゆったり読書を楽しんだり、ご家族での団ら
んを楽しんだりするのもいいかと思います。家族の一員としてお手伝いをお子
様に任せるのもいいかと思います。お休み中、ご家庭でお子様の生活リズムを
管理していただき、５月８日（月）からの学校生活が元気にスタートできます
ようご協力の程お願いいたします。 
※４月５月のお休み中、事件や事故にまきこまれないように、気を付けるよう
に、学級にて指導しております。ご家庭におかれましても、お子様の安全確保
に十分ご留意いただきますようお願いいたします。 

「コドモン」の登録を！！ 
 コドモンで、学校にメールを送っていただく場合は、欠席及び遅刻連絡のみといたしま

す。早退や体育の授業を見学する等は従来通り、お電話や連絡帳等でお願いいたします。学級

担任が確認できない場合があります。なお、コドモンでの連絡は午前８時２０分まででお願い

いたします。 

４月の始業式から新学期が始まり、約３週間がたちました。社会や学校教育に大き
な影響を与えたコロナ禍ですが、ゆっくりと日常にもどってきています。コロナ禍が、
子どもたちの成長にも影響を及ぼしているのではということを踏まえて、今年度は、
教育活動をゆっくりと日常にもどしていくことが重要と考えております。今後も、子
どもたちの学校生活を前向きに過ごすことにつながるようにと職員一同考えておりま
す。これまでと変わりなく、子どもたちの安全を第一に考え、万全を期してまいりま
す。引き続き、ご協力のほどお願いいたします。  

学校教育目標 
今年度は、学校教育目標を、心豊かで実践力のある子どもの育成としました。 
令和２年度（2020年度）から全面実施となっている、新学習指導要領全体におい

て基盤となる理念として、持続可能な社会の担い手を創る教育である ESD の視点が
組み込まれ、前文及び総則に明記されました。本校としても、新学習指導要領の基盤
とされている ESDの視点に立った教育を目指します。この ESDの視点に立っためざ
す教育とは、今の時代を生き抜き、新しい時代を切り拓き、未来を創造する力を培う
教育を創造していくことであると考えます。このことを全教職員で共有し、保護者や
地域の皆様ともさらに連携を深めて、心を一つにして、子どもたちに、持続可能な社
会の創り手となる、という大きな目標をめざして取り組んでいきたいと考えています。 
持続可能な社会の担い手となり、将来を担う子どもたちには、自ら考え、実践力を

身につける必要があると考えます。「先生に言われるから・・・しなければいけない。」
「家族に言われるから・・・しなければいけない。」ではなく、「なぜそのような行動
をしなければいけないのか。」、ということを子どもたちがしっかり理解し納得した上
で行動することが大切と考えます。子どもたちが成長し、社会で活躍する将来、様々
な危機に対応しなければいけない場面が想定されます。そのときに、常に、「なぜ」と
いう根拠を持つことが意識できていれば、先を見通して、自分の身を守るために、自
分がとるべき正しい行動を見極めることができます。 
今回の「新型コロナウイルス感染症」という危機に対して、まわりの大切な人を守

るために、大人たちがどう戦ったのかということを、子どもたちが正しく理解し、今
後にいかすことが何より大切なことであると考えます。子どもたちが成長し社会で活
躍する将来、様々な危機に対応しなければいけない場面が想定されますが、そのとき
に、常に、「なぜ」という根拠を持つことが意識できていれば、先を見通して、自分が
とるべき正しい行動を見極めることができます。自分の考えをしっかりもつことは、
将来、必ず役立つことと考えます。 

令和５年（2023年） 

4月 28日  №２ 

豊中市立中豊島小学校 

校 長 三星 美八子 

〇暑熱順化（ショネツジュンカ） 
夏を迎える前からあらかじめ体を暑さに慣れさせること。 

 

※裏面もご覧ください。 

 

 

 



 

 
スポーツドリンクについて 
―お子さんに持たせていただく場合は必ずお読みください。― 

 

運動会の練習中は、「水分補給として、ご家庭から、十分な量のお
茶やお水を持たせてください。」と、お願いしております。運動会終
了後も、熱中症対策として、スポーツドリンクの併用を可としてお
ります。お茶やお水が基本ですが、スポーツドリンクをお子様に持
たせていただく場合は、下記の点に十分ご注意ください。 
 
○スポーツドリンクについては、塩分とともに甘味料が多く含まれ
ていますので、飲み過ぎには十分ご注意ください。あくまで、お茶や
お水が基本ですので、十分な量のお茶やお水をお子様に必ず持たせ
てください。スポーツドリンクをペットボトルで持たせていただく
場合は、カバーなどをつけて持たせてください。水筒に入れる場合、
水筒が劣化しているものや、内側に傷のある水筒にスポーツドリン
クを入れると、水筒の金属の成分が飲み物の中に溶け出し、それを
飲むと中毒症状を起こすことがありますので、水筒には十分注意し
てください。 
 
 以上となっています。スポーツドリンクにつきましては、あくま
で併用が可能ということで、必ず持たせていただくものではありま
せん。十分な量のお茶やお水を持たせていただくことが基本です。
どうぞよろしくお願いいたします。 
 

  

 

 

保護者の皆様へお願い 

学校行事（個人懇談会や参観等）の際、校舎内に入られる場合 

は、必ず上履きをご持参ください。 

ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 


